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「今
、

同
窓
会
は
」

同
窓
会
会
長

今
年
二
十
三
回
生
四
五
二
名
を
迎
え

会
員
数
九

一
三
六
名
に
な
り
ま
し
た
。

二
月
六
日
の
卒
業
式
の
予
行
で
入
会

式
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
各
ク
ラ
ス
の
評

坂
戸
高
校
に

坂

　
本

毅

（
一
回
生
）

議
員
の
中
か
ら
、

奥
浩
志
君
と
宇
留
野

真
紀
さ
ん
が
代
表
評
議
員
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

同
窓
会
は
親
睦
団
体
で
す
か
ら
、

全

て
奉
仕
的
に
自
分
達
で
運
営
し
て
い
ま

す
が
、

私
も
含
め
て
年
齢
が
い
く
に
し

た
が
っ
て
、

仕
事
が
に
し
く
な
り
、

な

か
な
か
会
合
も
も
て
な
く
な
っ
た
り
、

ま
た
、

若
い
人
は
仕
事
が
落
ち
つ
く
ま

で
、

な
か
な
か
継
続
で
き
な
い
状
況
で

す
。

し
か
し
、

毎
年
少
し
ず
つ
で
す
が
、

新

し
い
人
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、

こ
の
同
窓
会
だ
よ
り
に
携
わ
る
人
が
少

な
い
の
で
会
員
の
中
で
協
力
し
て
頂
け

る
な
ら
、

事
務
局
に
申
し
出
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

同
窓
会
が
過
去
７
年
間
共
催

の
形
で
協
力
し
て
き
た

「か
え
る
祭
」

の
文
化
部
総
合
発
表
会
が
今
年
の
第
８

回
で
終
わ
り
に
な
る
の
で
、
「グ
ス
ト

講
演
」
や

「卒
業
生
の
集
い
」
な
ど
の

同
窓
会
の
活
動
を
今
後
ど
の
よ
う
に
し

て
行
く
の
か
、

大
き
な
問
題
と
し
て
残

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、

同
窓
会
は

規
睦
団
体
で
す
か
ら
、

今
後
の
坂
高
同

窓
会
の
在
り
方
が
今
後
検
討
課
題
と
な

る
こ
と
で
し
よ
う
。

会
員
み
な
さ
ん
の

着
任
し
て
　
　
　
　
校
長

創
立
二
十
六
年
目
を
迎
え
た
輝
か
し

い
伝
統
の
あ
る
坂
戸
高
校
に
着
任
し
て
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
て
お
り
ま

す
。高

校
教
育
が
進
展
す
る
現
在
、

伝
統

を
大
切
に
し
な
が
ら
、

時
代
の
要
請
を

積
極
的
に
汲
み
取
り
、

教
育
内
容
の
一

ご
協
力
と
ご
理
解
ご
支
援
を
お
願
い
致
　
し
ま
す
。

母

腋

近

況

持
　
田
　
秀
　
男

（七
回
生
）
４
月
ょ
り
日
高
高
校
勤
務

私
が
、

坂
戸
高
校

へ
着
任
し
て
、

４
　
　
次
に
、

差
別
的
な
表
現
と
取
ら
れ
る

年
の
間
、

坂
戸
高
校
で
は
、

プ
ー
ル
棟
、　

困
り
ま
す
が
、

制
服
の
ス
カ
ー
ト
丈
が

外
国
語
科
棟

（外
国
語
授
業
の
た
め
の
　
膝
上
に
上
が
る
と
と
も
に
女
子
生
徒
の

特
別
教
室
）
の
新
設
、

校
舎
３
棟
の
外
　
地
位
？
も
上
が
っ
て
、

伝
統
的
に
男
子

壁
塗
装
な
ど
の
施
設
充
実
が
行
わ
れ
、　

　
生
徒
の
総
数
が
多
い
の
に
も
か
か
わ
ら

平
成
８
年
３
月
に
は
第
二
十
三
期
の
卒
　
ず
女
子
生
徒
が
幅
を
利
か
せ
て
い
る
様

業
生

（
現
在
ま
で
の
総
数
９
１
４
５
　
に
思
わ
れ
る
。

共
学
校
ら
し
い
バ
ラ
ン

名
）
を
送
り
だ
し
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
ス
の
と
れ
た
生
徒
の
関
係
を
期
待
し
た

ま
た
、

外
国
語
学
科
の
設
置
に
よ
り
　
い
。

外
国
人
講
師
３
名
が
常
勤
し
て
い
る
ほ
　
　
ま
た
、

先
生
と
生
徒
の
関
係

（対

か
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
高
校
生
と
の
　
応
）
が
非
常
に
穏
や
か
に
な

っ
て
い
る
。

国
際
交
流
授
業
、

国
際
理
解
講
演
会
の
　
た
ぶ
ん
、

良
い
こ
と
な
の
だ
ろ
う
が
、

実
施
な
ど
身
近
な
国
際
化
が
行
わ
れ
て
　
年
輩
者
か
ら
言
え
ば
礼
儀
を
弁
え
な
い

い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
徒
が
多
い
様
に
思
え
、

何
と
か
な
ら

そ
れ
で
は
、

主
役
の
坂
高
生
は
ど
う
　
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
。

な
の
か
？
　
主
観
で
は
あ
り
ま
す
が
、　

　
　
と
も
わ
れ
、

坂
高
が

「入
学
し
た
い

第

一
に
、

高
校
生
全
般
の
こ
と
な
の
か
　
一向
校
」
の
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

個
性
的
な
生
徒
が
　
現
状
は
、

卒
業
生
に
と
っ
て
嬉
し
い
こ

姿
を
消
し
、

時
流
に
適
応

（流
さ
れ
　
と
で
す
。

？
）
し
た
生
徒
が
目
立
っ
て
い
る
。

か
え
る
祭
に
つ
い
て

第
７
回
か
え
る
祭
実
行
委
員
長
　
小
　
高
　
真
知
子

他
校
に
は
見
ら
れ
な
い
、

年
２
度
の
　

の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
、

こ

文
化
祭
。

こ
れ
は
、

坂
高
の
特
色
の

一　
　
の
様
な
結
論
が
出
さ
れ
、

少
し
急
ぎ
す

つ
に
数
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
　
ぎ
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

す
。
し
か
し
、

そ
れ
も
今
年
で
終
わ
り
　
　
し
か
し
、

実
際
に
続
け
て
い
く
に
は

の
よ
う
で
す
。

開
催
す
る
意
義
、

生
徒
　
問
題
が
多
す
ぎ
て
、

す
ぐ
に
解
決
で
き

の
姿
勢
、

主
催
部
署
に
つ
い
て
、

そ
し
　
な
い
の
な
ら
、

こ
の
結
論
は
仕
方
の
な

て
、

多
額
の
費
用
。

そ
の
他
に
も
多
く
　

い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら

の
問
題
を
抱
え
て
い
た

「か
え
る
祭
」
　

充
分
話
し
合
い
、

考
え
る
機
会
を
与
え

が
、

第
８
回
を
最
後
に
開
催
を
打
ち
切
　
ら
れ
た
、

と
考
え
れ
ば
、

む
し
ろ
良
い

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。　

　
　
方
法
で
あ
る
と
と
も
思
え
ま
す
。

私
個
人
と
し
て
は
、

こ
の
こ
と
は
非
　
　
卒
業
す
る
身
で
は
、

も
う
、

運
営
に

常
に
心
残
り
で
、

前
回
よ
う
や
く
改
善
　
携
わ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

い
つ

島

　
田
　
　
　
勲

　
　
　
　
　
　
　
跡
確
旗
い
聯

報
処
ダ
陪
峨
搬
扱
靴

「
部

就

層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

　

卜え
る
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

じ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

何
か
と
ご

支
援

・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、

今
後
と
も
母
校
発
展
の
た
め
に
、

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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し
た
。

原
一
高
校
時
代
は
、

勉
強
と
部
活
の
み
に

時
間
を
注
い
で
い
た
の
で
す
が
、

坂
高

一出
身
の
人
と
知
り
合
う
た
び
に
、

学
生

一
帥
舶
仰
申
中
”
悲
卵
中
思 ャこ出
拳
鞠
一
掬
強

平
成
七
年
度
同
窓
会
総
会
報
告

平
成
七
年
四
月
十
六
日
、

平
成
七
年

度
同
窓
会
総
会
が
母
校
の

「文
化
部
総

合
発
表
会
」
と
合
わ
せ
て
坂
戸
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

名
誉
会
長

の
あ
い
さ
つ
、

平
成
六
年
度
事
業
報
告
、

会
計
報
告
に
続
き
、

平
成
七
年
度
事
業

計
画
案
、

予
算
案
が
審
議
さ
れ
、

承
認

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、

例
年
と
お
り
立
食

パ
ー
テ
イ
ー
で

「卒
業
生
の
集
い
」
が

開
か
れ
、

約
六
十
名
の
卒
業
生
が
参
加

し
、

な
ご
や
か
な
ひ
と
時
が
も
た
れ
ま

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、

早
５
年
経

ち
ま
し
た
。

大
学
に
進
学
し
た
人
も
ほ

ぼ
卒
業
し
、

社
会
人
と
し
て
働
い
て
い

る
人
も
仕
事
に
慣
れ
、

そ
ろ
そ
ろ
高
校

の
次
の
ス
テ
ツ
プ
を
卒
業
す
る
時
期
で

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
一

先
日
、

久
し
ぶ
り
に
同
窓
会
を
行
い

ま
し
た
。

連
絡
の
不
備
が
あ
り
、

残
念

な
が
ら
集
ま
り
状
況
は
悪
か
っ
た
の
で

す
が
、

懐
か
し
い
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

卒
業
以
来
初
め
て
会
う
人
も
い
ま
し
た

が
、

話
を
し
て
い
る
う
ち
に
高
校
時
代

に
戻
っ
て
し
ま
う
気
が
し
ま
し
た
。

五
年
と
い
う
長
い
間
に
、

色
々
な
事
が
・

あ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

皆
変
わ
っ
た

部
分
も
あ
る
し
、

変
わ
ら
な
い
部
分
も

あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
・

私
自
身
は
、

昨
年
社
会
人
と
し
て
新

高
校
卒
業
五
年
目
に
恩
う
こ
と
…

ゲ
ス
ト
講
演

四
月
十
六
日
坂
戸
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
た
、
「文
化
部
総
合
発
表
会
」
の

中
で
同
窓
会
の
主
催
す
る
グ
ス
ト
講
演

が
お
こ
な
わ
れ
、

グ
ス
ト
の
タ
レ
ン
ト

で
、

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
ダ
ニ
エ
ル

カ
ー
ル
さ
ん
が
約

一
時
間
に
わ
た
り
楽

し
い
お
話
を
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

明
　
子

（十
八
回
生
）

し
い
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
、

そ
の
場
で

偶
然
に
高
校
の
同
級
生
と
再
会
し
ま
し

た
。

お
互
い
、

顔
見
知
り
程
度
で
、
じ

っ
く
り
と
話
を
し
た
こ
と
は
無
か
っ
た

の
で
す
が
、

同
郷
の
様
な
親
近
感
が
あ

っ
て
、

相
談
に
の
っ
て
も
ら

つ
た
り
、

仲
良
く
し
て
も
ら
つ
て
い
ま
す
。

／
ま
た
、

同
じ
系
列
の
会
社
の
先
輩
に

同
級
生
が
い
ま
す
。

仕
事
に
対
し
て
不

安
に
思
う
こ
と
な
ど
、

悩
み
を
聞
い
て

も
ら
つ
た
り
、

多
く
の
事
を
教
え
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
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熊 内 池 鈴 奥
谷 組 山 組 田 組 木 組  組

常
小 関 任

評
川 根 議

員
不ロ

小 計

園

副   会

清 田 小 長  坂 長

水 中 塚   本

芳 康 一

監
細 浅   土 田 石 半 原

事
田 野   持 中 井 澤

淳 昭   浩 綾 裕 伸 明

毅

（
一
回
生
）

郎

（三
回
生
）

夫

（四
回
生
）

昭

（五
回
生
）

雅
　
子

（九
回
生
）

幸

（十
七
回
生
）

毅

（十
八
回
生
）

浩
志

・
鈴
木
　
康
之

誠

・
水
巻
千
枝
子

賢
輔

。
大
平
　
裕
樹

篤

・
尾
本
　
業
佳

綾
子

・
吉
田
　
央
枝

一ハ
　
組

上
野
　
　
宗

，
星
野

七
　
組

三
好
　
愛
子

・
山
下

八
　
組

酒
本
　
俊
平

・
橋
本

九
　
組

宇
留
野
真
紀

・
高
橋

十
　
組

木
村
　
有
里

・
森
日
　
明
義

平

成

八

年

度

同

窓

会

資

料

平

成

八

年

度

新

役

員

子

（十
八
回
生
）

夫

（十
九
回
生
）

一

（十
九
回
生
）

子

（
二
十

一
回
生
）

明

（
二
十

一
回
生
）

一

（九
回
生
）

一

（九
回
生
）

一

（三
回
生
）

男

（七
回
生
）

同
窓
会
評
議
員

（
二
十
三
回
生
）

顧
持 吉

問
田 田

秀 勇

愛    愛
美 直 子 稔

平成 8年 度事業計画

4月 逐 日 総会 坂戸文化会館

春の文化部総合発表会

ゲスト講演

家日 荘 子

役員会

入会式

平成 7年 度事業報告

4月 16日  総 会 坂 戸文化会館

春の文化部総合発表会

ゲスト講演

月

月

９

３

ダニエルカール

T同窓会だよりJ第7善 発行
役員会

入会式

12月

3月

予 祭承単位は円) 平成 7年 度 会  計  報  告 (単位は円)

2 . 歳出1 .

平成 8年 度

歳 入1 1

衛

崇

後

記

今
回
も
担
当
者
が
忙
し
く
て
う
ま
く

作
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
”
そ
の
代
わ

り
形
式
を
変
え
て
み
ま
し
た
。

編
集
に
携
わ
る
人
を
求
め
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
事
務
局
ま
で
申
し
出
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

科 目 予 算 額

庶  務  費 120,000

会  議  費 100,000

慶  弔  費 2α000

事  業  費

(春の文化祭)

律 業準備金)

1,600000

(1.200000

〔 400,000

予  備  費 名896

合 計 1,847,896

科 目 予 算 額

繰  越  金 38896

23回生八会金 1,808000

雑  収  入 1,000

合 計 1,847,896

科 目 予 算 額 決 算 額

繰  越  金 4軌600 4軌609

22回生入会金 1,820000 1,820000

雑  収  入 2,000 1177

名 簿 売 上 金 7,500

合 計 1,871,609 1,878286

科 目 予 算 額 決 算 額

庶  務  費 100,000 61,608

会  議  費 150,000 55,160

慶  弔  費 20,000 1は300

事  業  費

(春の文化祭)

(事業準備金)

1.600,000

1,000,00d

t 6 0 0 0 0 0

1,712,322

0 6 2 , 3 2 2

9 5は0 0 C

予  備  費 0

合 計 1,871,609 1,839,390

繰  越  金 38896

《
同
窓
会
だ
よ
り
》
（第
八
号
）

編
集
発
行

埼
玉
県
立
坂
戸
高
等
学
校
同
窓
会

印
　
刷
　
　
ト
キ
ワ
印
刷
所

①
四
九
二
十
二
二
１
０
八
六
五


